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コロナ禍コロナ禍

戸別訪問・配布の準備

マスク、市ゴミ袋、広報物を１セットに戸別訪問・配布の様子

でもでもできることを！できることを！
地域地域のの ～妻地区10区福祉推進会～～妻地区10区福祉推進会～

新型コロナウイルス感新型コロナウイルス感
染症の感染拡大で、思染症の感染拡大で、思
うように交流ができなうように交流ができな
いなか、いなか、「つながり」「つながり」をを
保つために工夫した取保つために工夫した取
り組みが地域で広がっり組みが地域で広がっ
ています。ています。
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★なごみアンサンブル

ボランティア団体紹介ボランティア団体紹介 ★Part 4★一緒に活動
しませんか?

この活動に興味のある方は、ボランティアセンター
（☎43-3160）までお気軽にご連絡ください。

活動日：火曜日 １３：３０～１５：３０活動日：火曜日 １３：３０～１５：３０
活動場所：西都市生きがい交流広場活動場所：西都市生きがい交流広場

　なごみアンサンブルの皆さんは、琴伝流（きんでんりゅう）の大正琴を演奏し、地域のサロン等での
演奏や宮崎市で行われる大正琴の県大会などを通して大正琴の魅力を伝える活動をしています。大
正琴を演奏したことのある人はもちろん、興味のある方や生きがいづくりとして始められる方もいる
そうです。講師の方が丁寧に教えて下さるので年齢を問わず、
初心者の方でも安心して始めることができます！！もっと詳し
い情報が知りたい方は、問い合わせ先までお声かけください♪ 未経験者未経験者

    大歓迎！！    大歓迎！！

　令和3年4月に、住民の方が自宅を改修されて活動を
開始。曜日は不定期で、雨天時や農繁期以外の日の午後
に、「地域の遊び場 きまぐれ」に徒歩や車で集まり、井戸
端会議をしています。メンバーは銀鏡や上揚地区の70代
前後で、一人暮らしの人もいる為、「お互い元気に顔を見
合わせて、おしゃべりを楽しみ、心が元気になることを願
い」ながら、活動をすすめています。コロナ禍が落ち着い
た時の外出の計画も立てているようです。

東米良１区に『きまぐれサロン』が発足！！

ふれあい・いきいきサロンのご紹介

問い合わせ先 総務課 地域福祉係
☎ 43-3160

　10月26日（火）に宮崎観光ホテルにて令和3年度宮崎県社会福祉大会が開催され、社会福祉の
発展に功績のあった方々が顕彰されました。おめでとうございます！

民間社会福祉事業功労者
	 （民生委員児童委員・主任児童委員）

奉仕功労者

民間社会福祉事業功労者
	 （民間社会福祉施設役職員）

浜渦和男（三納）・金丸健一（妻）
清田芳弘（妻）・井上ヒロ子（妻）・
日髙みち子（妻）・押川伸生（妻）・
齋藤末男（都於郡）
都於郡地区民生委員児童委員協議会
三財地区民生委員児童委員協議会本部勝利（妻保育園）・長野修身（妻保育園）

宮崎県社会福祉大会が開催されました！

宮崎県社会福祉協議会会長表彰 宮崎県共同募金会会長表彰
（敬称略）
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の指定を受ける。

問い合わせ先 ☎ 43-3160西都市高齢者クラブ連合会事務局

　この度、鹿野田長生高齢者クラブ（都於郡）が「うそ電話詐欺の被害防止を推進するモデルクラ
ブ」に指定され、5月24日（月）に西都警察署にて交付式が執り行われました。　鹿野田長生クラブ
では、これまでにうそ電話詐欺と思われる電話のあった会員の自宅を中心に警察が貸し出している

「自動通話録音機」を設置し、うそ電話詐欺の被害防止に努めています。　西都警察署が自動通話
録音機を設置された方を対象にアンケート調査を実施したところ、「変な電話がかかってくることが
減った」「音声案内の段階で切る人もいた」「今後も設置を続けたい」等の声が挙がり、実際に自動通
話録音機の予防効果を実感されている様子でした。　
　西都市高齢者クラブ連合会では、今後も西都警察署と連
携を図りながら安心・安全な地域づくりに向けた取り組み
の一環として、うそ電話詐欺被害防止の活動を推進してい
きます!!　なお、自動通話録音機の設置を希望される会員
は、自身が所属するクラブの会長を通じて、西都市高齢者ク
ラブ連合会事務局までご連絡ください。

鹿野田長生高齢者クラブ
「うそ電話詐欺被害防止推進モデルクラブ」

世界アルツハイマー月間【９月】に
　　　　　　認知症に関するパネル展示を行いました！

　2025年には、高齢者の5人に1人が認知症になると予測されています。西都市では、令和3年4月1
日現在、認知症やその疑いがあると診断されている65歳以上の高齢者は約1,200人と推測されてい
ます。この状況を受け、認知症になっても、安心して地域で暮らせるよう、今年度は西都市立図書館やコ
ミュニティプラザパオで、認知症の取り組みの紹介やパンフレットなどによる情報提供を行いました。
パオではパネル展示のほか市内５か所のグループホームのご協力をいただき、入所者の方の作品展や

「バアちゃんの世界」のＤＶＤ上映を行いました。
　今後も認知症の人やその家族の方にとって安心して住みやすい西都市を目指して、認知症について
の正しい理解を推進できるよう取り組んでいきます。

問い合わせ先 ☎ 41-0511西都市南地区地域包括支援センター
☎ 32-9595西都市北地区地域包括支援センター
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西都市フードバンク事業へ食料の寄附を頂きました
　令和3年7月26日（月）JA西都女性部様から西都市社会福祉法人連絡会樋口和徳会長へ西
都市フードバンク事業用食料品として、米約160キロをはじめ、たくさんのインスタント食品を
寄贈していただきました。
　JA西都女性部の皆様には令和2年度も同様に食料品の寄附をいただいていますが、橋口安
代部長は、「活動を続けることに意義があると思っています。<伝えようお米の力>をテーマに活
動していますが、是非お米を炊いて、食べて元気を出して欲しい。」と話しておられました。JA西
都女性部の皆様ありがとうございました。

西都市にお住まいで、生活に困っている世帯を
対象に食料品を無償提供する事業です。この事
業は、社会福祉法人連絡会で取り組んでおり、今
後も地域貢献の取組を推進していきます。

JA西都女性部の皆様のほか、株式会社九電工
西都営業所様より災害備蓄用飲料水を頂戴し
たほか、複数の市民の方からも食料品の寄附
を頂きました。ありがとうございます。

毎月第３火曜日に実施しています
令和3年

11月16日・12月21日
令和4年

1月18日・2月15日・3月15日

問い合わせ先 生活支援課 相談サポート係 ☎ 43-4613

問い合わせ先 生活支援課 相談サポート係 ☎ 43-4613

◎相談をご希望の方は予約が必要です。			 
　電話での受付をお願い致します。	

弁護士による　無料法律相談のご案内

男女問題男女問題
についてについて

借金問題
について

財
産
分
与

に
つ
い
て

西都市フードバンク事業とは…
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　新型コロナウイルス感染症により、各種行事・イベント等の中止や自粛など、例年にない年となりましたが、行政や
各種関係機関・団体及び住民組織等の支援や協力を得ながら事業を実施することができました。
　主な概要は、次のとおりです。

合計 232,726,028円 合計 232,726,028円

支出収入

地域福祉推進事業費
20,220,612

地域福祉推進事業費
20,220,612

地域包括支援センター
事業費
32,225,664

地域包括支援センター
事業費
32,225,664

当期資金収支差額
（次年度へ繰越）
2,518,352

当期資金収支差額
（次年度へ繰越）
2,518,352

介護保険等事業費
73,086,155

介護保険等事業費
73,086,155

障害者総合支援等事業費
22,521,204

障害者総合支援等事業費
22,521,204

共同募金
助成金事業費
2,565,778

資金貸付等事業費
1,144,561

総合福祉センター等
管理経営事業費
10,450,164

法人運営事業費
67,993,538
法人運営事業費
67,993,538

経常経費補助金収入
50,649,808

経常経費補助金収入
50,649,808

受託金収入
48,298,776
受託金収入
48,298,776

貸付等事業収入
10,000

介護保険事業収入
73,330,992

介護保険事業収入
73,330,992

その他の収入
434,976

事業収入
2,854,640

負担金収入
2,400,531

障がい福祉
サービス等
事業収入
25,518,584

受取利息配当金収入
55,412

寄附金収入
2,426,250

積立資産取崩収入
23,606,309

会費収入
3,139,750

※拠点区分、サービス区分の繰入出を除く。

令和2年度  収支決算

令和2年度　事業報告

　高齢者が住み慣れた地域で尊厳あるその人らしい生活を
継続できるよう総合相談・実態把握・権利擁護などの相談に
取り組みました。 また、自立支援に向けた自助、互助の支援の
視点を持ち、介護予防マネジメントを実施しました。 認知症の
人への支援の体制や新たな社会資源の構築を進める取り組
みを行ないました。

地域包括支援センター

　地域密着型通所介護事業（デイサービス）や食事の調理や
買い出しの困難な高齢者等に対し、栄養バランスの摂れた食
事（お弁当）をお届けし、安否確認にも取り組みました。なお、山
村憩いの家で行っていた生きがい活動支援通所事業も山村
憩いの家の指定管理終了とともに、令和2年度をもって終了と
なりました。

在宅福祉課 通所介護係

　ふれあい・いきいきサロン事業やみんなのデイサービス事
業・ボランティアセンター事業など、地域共生社会の実現に向
け、地域住民や様々な団体と地域課題や生活課題を解決す
るための支援に取り組みました。なお、生きがい交流広場の
管理・経営及び市民活動支援センター事業の指定管理につ
いては、令和2年度をもって終了となりました。

総務課 地域福祉係

　ふれあい総合相談センター事業や日常生活自立支援事
業・法人後見事業など、毎日の生活の中での困りごとに
対して、関係機関や他業種と連携し、専門的な支援に取り
組みました。また、障がい者生活サポートセンター「なご
み」では、日常生活での自立や社会参加の支援を相談支援
専門員で支援しました。

生活支援課 相談サポート係

　在宅の高齢者や障がいのある方が、自立した日常生活をお
くれるよう生活援助等のサービスを提供しました。また、介護
支援専門員により、利用者や家族の希望に沿ったケアプラン
作成に取り組みました。なお、訪問入浴介護事業を、令和2年度
をもって終了といたしました。

在宅福祉課 訪問介護係
　理事会・評議員会、監事による監査等を行い、本会の健全
な経営及び運営の推進に取り組みました。また、総合福祉セン
ター・山村憩いの家（東米良・銀鏡地区）については、指定管理
者として、市民の福祉活動や各種団体等の交流及び研修活動
等適切な管理運営に努めました。なお、山村憩いの家の指定管
理については、令和2年度をもって終了となりました。

総務課 総務係
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香典返し寄附

令和3年10月31日までに、次の皆さまから社会福祉事業にとご寄附をいただきました。
ここに厚くお礼申し上げます。尚、この欄は、寄附者の掲載意思を尊重（確認）した上で掲載させていただいております。

今年も赤い羽根共同募金運動が10月1日から全国一斉にはじまりました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、外出や人との接触機会が少なくなる中で、

人と人とのつながりを大切にした地域福祉活動が求められています。
「困ったときはお互いさま」の精神から始まった赤い羽根共同募金。

誰もがしんどい今こそ、力を発揮するときです。
西都のまちを良くするために…

皆さまからのあたたかいご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

★香典返し・一般寄附のお礼

※敬称は略させていただきます。

香典返し・一般寄附は「特定寄附金」に該当し、所得控除や税額控除などの税制優遇措置を
受けることができます。お気軽にお問い合わせください。

寄附者名 故  人 集落名 寄附金額
長友　伸仁 母・トシ 平原 金一封
福田　逸子 子・貴文 清水 金一封
一安　修二 母・博子 今井 金一封
圖師イワノ 夫・哲雄 麓 金一封
河野フミヨ 弟・庄一 横平 金一封
上岡　聖子 夫・義美 妻 金一封
吉野千恵子 夫・岑穂 田中 金一封
安藤　　茂 弟・正則 宮の下 金一封
竹内　チヅ 夫・等 坂江 金一封
濵砂　愛子 夫・正一 島内村 金一封
豊永美保子 夫・昭一 山角 金一封
福島　律子 母・横山ミネ 右松 金一封
小田切和代 夫・正利 三宅 金一封
高橋　一利 母・クニヱ 南樫野 金一封
斉藤　政文 母・チエ子 前原 10,000
八藤　一雄 妻・ミチ子 原田 金一封
藤原　修一 母・房子 樫野 金一封
緒方　義和 母・シヅヱ 石野田 金一封
川本　和広 母・民子 下山路 金一封
吉野　信子 夫・美文 上尾筋 金一封
畠山　幸子 夫・重男 調殿 金一封
原　　末利 妻・弥代 潮 金一封
橋口　尚浩 父・好伸 下水流 金一封
河野　　功 父・榮 瀬口 金一封
河野　道文 弟・通弘 岡富 金一封
柳井　節代 子・伸公 下茶 金一封
中武　幸次 母・フクヨ 椿原 金一封
城間アツ子 夫・正隆 東旭通り 金一封
黒木エイ子 夫・善弘 調殿 金一封
土持　久子 夫・勝 園元 金一封
黒木　和正 母・ハツノ ー 金一封
山口　松樹 母・チサ子 岩崎 金一封
宮原　光子 夫・茂善 椿原 金一封

寄附者名 故  人 集落名 寄附金額
成合　兼俊 母・俊枝 水流崎町 金一封
江草　　覚 母・カズ子 有吉町 金一封
兒玉　良子 夫・政治 妻 金一封
壹岐　一代 夫・峰雄 千田 金一封
濵砂　広利 母・トモヱ 潮 金一封
佐川　嘉正 妻・梢 石貫 金一封
緒方　　貢 母・富子 牧野 金一封
松下　　優 母・ツル子 右松 金一封
森田　輝子 夫・勉 妻 金一封
元水　昭宏 母・洋子 法元 金一封
岩切　春美 夫・シヲル 現王島 金一封
日髙　孝行 兄・静夫 園元 金一封
坂口　誠一 父・道男 堂ヶ島 金一封
佐藤　栄作 父・利徳 久保鶴 金一封
福井　栄子 夫・清 鳥子 金一封

柳田　節子
母・ハツヱ

麓 金一封
夫・義雄

西森　蔚鋭 子・久敏 銀鏡 金一封

この「社協だより」は赤い羽根共同募金の
助成を受けて発行しています。

社協だよりの感想や社協に対するご意見・ご要望等なんでもお聞かせください。今後の事業推進の貴重な資料とさせていただきます。

お電話・FAXやE-mailで地域の皆さまの声をお聞かせください！

一般寄附
■戸大建設工業（株）
　地域福祉活動にと今年もご寄附いただきました。
■鬼束幸良
　地域福祉活動にと今年もご寄附いただきました。
■太田三夫
　社会福祉協議会活動の一助にとご寄附いただきました。

■（株）プリエール西都秋桜
　10月9日・10日に行われた人形・
ぬいぐるみ供養祭でいただいた供養
料を全額ご寄附いただきました。　 

■退職公務員 西都児湯支部
　ささやかでも社会のお役に立ちた
いとチラシで作るゴミ箱をいただき
ました。

2021年2021年のの赤い羽根共同募金がはじまりました赤い羽根共同募金がはじまりました


